
事例57：ダンプ荷台から転落し作業員が負傷

作業完了後、荷物の受け渡しのためにダンプの荷台に上ろうとしたところ、足を滑らせて転落し、負傷した。

原因

・左手首及び左大腿骨の骨折

結果：負傷 教 訓

・作業終了後、作業員が荷物の受け渡しの
ためにダンプの荷台に上ろうとしたとこ
ろ、足を滑らせて転落

行 動

・作業員があおりを上げたままダン
プの荷台に上がろうとした。

・雨天時で滑りやすい状況で、高齢
の作業員が高所に上ろうとした。

・ダンプの荷台上が整理整頓されて
いなかった。

①作業員がダンプの荷台に昇降する際
にはあおりを下げることを徹底する。

②作業手順を確認する段階で、作業員
の能力に応じた現場配置を行わせる。

③ダンプの荷台上は、常に整理整頓し
ておく。

左側を下にして地面
に落ちる。

荷物受け渡しのため
ダンプの荷台に上ろ
うとしたところ、足を
滑らせ転落する。

転落の後、左側を上
にむけ横たわる。
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事例58：配筋検査中の職員のすぐ脇に上部開口部から鉄筋塊が投入された。

開口部の下部周辺で、職員が配筋検査を行っていた。上部からクレーンでつり下げられた配筋用の鉄筋塊 重さ数トン が、職員の脇に
無造作に投入され、重傷を負うところだった。

原因

・近接作業におけるコミュニケー
ション不足

・直撃していた場合、大きな事故に
　なっていた。

結果：ヒヤリ・ハット

・配筋検査中の職員の脇に、
上部から鉄筋塊が、無造作
に投入された。

教 訓

行 動

①現場内の近接作業においては、
十分な注意と声かけが必要で
ある。

②クレーン操作の誘導員を必ず

④旋回範囲内に立ち入らないよ
　う上下の合図者を配置する。

③作業前、作業内容と担当者の
　確認を行う。（1.クレーン位
　置、2.合図者、3.作業半径、
　4.つり荷重量、5.つり上げ方
　法、6.移動場所等）。

配置する。

開口部

鉄筋塊

配筋検査中
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